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説明会を開催します

大学生へのグループインタビューの様子

「提言書」づくりに取り組んでいます
これまでのアンケートやグループワーク等で出された意見を整理し、それらを踏まえながら、

考える会として新しい学校づくりに向けた提言書づくりに取り組んでいます。その内容は、今後

開催する説明会や区ホームページでご紹介する予定です。

第6回考える会の様子第5回考える会の様子

日時：令和8年10月8日（木）
18：30～

（18：00受付開始）

会場：駒込中学校 体育館

「提言書」とは？

考える会で重ねてきた調査・研究や意見交換をもとに、新しい駒込中学校づくりで大切
にしたい考え方を取りまとめ、豊島区に「提言書」として提出します。豊島区はその「提言
書」を参考にしながら、今後の整備計画につなげていきます。
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整備計画案検討・取りまとめ

昨年度（令和7年４月）に学校、保護者、地域、区及び教

育委員会との協働による学校づくりの場である「駒込中

学校の建替え等を考える会」（以下、「考える会」という。）

を設立し、学校建替えの整備計画案のベースとなる「提

言書」づくりを進めています。

これまでに、学校づくりについて学ぶ勉強会や先進事

例校の視察、アンケート調査、大学生へのグループインタ

ビューを実施しました。そして、昨年11月からは、グルー

プワークにより、さまざまな立場から新しい駒込中学校

について考えています。

今年度は、学校施設のあり方や建物配置などについて、

より具体的な話し合いを進めています。

今号では、これまでどのような検討を進めてきたのか、その経過や視点をご紹介します。

考える会でこれまで検討してきた内容を

もとに取りまとめた「提言書案」をご紹介

します。

説明会でいただいたご意見も踏まえなが

ら、考える会としての「提言書」を取りま

とめていきます。ぜひご参加ください。

《説明会の主な内容（予定）》

• これまでの検討経過
• 「提言書案」のご紹介
• 今後の進め方



自然環境・景観
 《主な意見》

• 駒込中学校のシンボルである桜を大切にしてほしい
• 今ある桜や樹木をできるだけ残してほしい
• 新しい学校にも緑や花を取り入れてほしい
• 子どもたちの学びにつながる自然環境にしてほしい

「学びにつながる自然」「周辺地域の環境にもプラス
となる植物」という視点や、桜の保存のありかについ
て丁寧に議論してほしいという意見が出ています。

具体的な取組み内容
これまでの取組み

 第2号でお知らせした第4回考える会以降も、アンケート調査や大学生へのグループインタビュ
ー等で寄せられた意見を確認しながら、提言書づくりに向けた検討を進めてきました。

 今年度は、「大切にしたいこと」の整理から、複数の配置案の比較、建替え条件等を踏まえた配
置案の再検討へと、段階的に話し合いを進めています。

第5回 考える会

新しい学校で「大切にしたいこと」を整理

アンケート調査や大学生グループインタビュー
等の結果を振り返りながら、建替えにあたっ
て大切にしたいこと、重視したいことをグルー
プワークで話し合いました。
あわせて、今後、複数の配置案を比較・検討し
ていくために、どのような視点から見ていくこ
とが必要かを整理しました。

3つの配置案を見ながら意見交換

A案（現状維持案）、B案（南西配置案）、C案（南東配置案）の3案につい
て、図面等を確認しながら、それぞれの特徴や課題を比較しました。
「良いと思うこと」「期待すること」「心配なこと・課題」「配慮したいこと
」など、さまざまな角度から意見を出し合いました。

建替え条件等を踏まえた配置案の再検討とコンセプト案の検討

東京都の条例等に基づく建築上の条件や、学校の建替えにあたっての
条件を確認し、第6回考える会で出された意見等も踏まえて配置案を
修正しました。
第7回では、修正した3案を改めて比較し、配置計画において大切にし
たい事項について検討しました。
また、今後の学校づくりの核となる、コンセプトについて検討しました。

こうした検討を重ねながら、考える会としての提言書を取りまとめています。

大学生へのグループインタビュー

アンケートだけでなく、若い世代の意見も聞
きながら学校づくりを考えていきたいという
意見を踏まえ、大正大学地域創生学部公共
政策学科の学生に協力いただき、グループイ
ンタビューを実施しました。 「中学時代で印
象に残っている空間」 「中学時代の経験で今
に活かされていること」

若い層の意見を聴く機会

提言書案の検討、確定

写真

さまざまな視点から建替えを検討しています

学校の建替えでは、校舎の位置や校庭の広さだけでなく、子どもたちの学びや学校生活、安全
性、地域との関係、将来の維持管理など、さまざまな視点をあわせて考える必要があります。

第5回考える会では、これまでに出された意見をもとに、配置案を比較する際の視点を整理し
ました。

第6回・第7回の配置案の検討でも、これらの視点を踏まえて、大切にしたいことや配慮事項等、
意見交換を行っています。

考える会は、以下の７つの視点を基本にしながら、「どれかひとつの案を選ぶ」のではなく、今後
の学校づくりで大切にしたいこと、配慮してほしいことを整理していきます。これらの検討結果は、
今後、豊島区が整備計画を策定する際の参考となります。

学習環境
《主な意見》

• 十分な教室数を確保してほしい
• 校庭や体育館は、できるだけ広く確保してほしい
• 教室の日当たりや暑さ対策に配慮してほしい
• ICTを活用しやすい学習環境にしてほしい

「学習に集中できる環境であってほしい」「校庭・体
育館の広さや教室数を優先してほしい」といった
意見が出ています。

学校生活
 《主な意見》

• 友達と集まったり交流したりできる場所がほしい
• 一人でも落ち着いて過ごせる居場所がほしい
• 部活動がしやすい環境にしてほしい
• 駒込中学校の歴史や伝統を大切にしてほしい

「集える場を作ることは重要」という意見が出てい
ます。

これまで出た主な意見

※ アンケート、グループインタビュー、考える会で寄せられた意見から、一部抜粋。

「中学生に戻れたら
こんな学校で過ごし
たい」をテーマに意
見交換を行い、これ
からの学校づくりを
考えるうえでの参考
としました。

安全・安心
 《主な意見》

• 校内外に目が行き届き、死角の少ない学校にしてほ
しい

• 防犯面に十分配慮してほしい
• 災害時の避難所として使いやすくしてほしい
• 緊急時にも安全に避難できる動線を確保してほしい

「避難所となる体育館の使いやすさや、周辺地域から
のアクセスを考慮すべき」という意見が出ています。

地域との連携
 《主な意見》

• 体育館や校庭などを地域でも利用できるようにして
ほしい

• 学校利用と地域利用を適切に分けてほしい
• 子どもたちの安全を第一に地域開放を考えてほしい
• 周辺住民の生活環境に配慮してほしい

「地域開放・地域利用」「学校機能とのすみ分け」「周
辺住民への配慮」に関する意見が出ています。

ユニバーサルデザイン
 《主な意見》

• 段差をなくし、誰もが移動しやすくしてほしい
• エレベーターを設置してほしい
• 誰にでもわかりやすい案内表示にしてほしい
• 素材や色に配慮してほしい

「段差解消・エレベーター設置」「素材・配色への配慮」
「サイン計画（案内板）」に関する意見が出ています。

コスト・工期
 《主な意見》

• 建設費に配慮してほしい
• 工事期間をできるだけ短くするよう考慮してほしい
• 将来の管理・運営にかかる費用を考えてほしい

「建設費」「工期」「管理・運営費」に関する意見が出ています。

第６回 考える会

第７回 考える会

第８回 考える会

第7回で出された意見を踏まえ、コンセプトの修正案と基本方
針の修正案を確認し、確定しました。また、これまでの話し合
いをもとにまとめた整備方針案について、学校全体や教室、体
育施設、屋外空間などの考え方を確認しました。
あわせて、10月8日に予定している説明会の進め方や説明資
料についても確認しました。
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